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松江市内保険調剤薬局との連携

昨年度より、松江市薬剤師会と協働して

乳がん連携パス患者に対し

患者支援体制を強化するため

かかりつけの薬剤師も加わってもらう

システム作りに取り組んできた



平成28年度

調剤報酬改定及び薬剤関
連の診療酬改定の概要

厚生労働省

保険局医療課

診療報酬改定
薬機法改定

⇓
医薬分業が進んで
かかりつけ医
かかりつけ薬剤師

連携の強化



薬局連携の内容

①ホルモン剤初回処方時に薬剤師会で作成された

説明リーフレットを用いて服薬指導を行う

②服薬2週間後の電話訪問

③患者が調剤薬局で『私のカルテ』と残薬を提出し薬剤師

が残数チェックを行う

④残薬が多い場合や有害事象がある場合は処方元

（連携医療機関）へ情報提供を行う

⑤BMIを算定し体重・健康管理の意識を高める支援を行う





日本調剤薬局・母衣町薬局
ウェルネス薬局春日店
あさひ薬局・オール薬局
ハーブ薬局

市内６か所の調剤薬局と
隣接する連携医療機関を

訪問させてもらいました。



連携患者さんの声

【A患者】

・ホルモン剤を飲むことに不安が強かったが飲み始めて2週間後に電話がかかってきて副
作用のチェックや飲み方について改めて説明をしてくださったおかげで安心できた。

【B患者】

・連携医の先生が残薬調整をして処方箋をくださるので、薬局には残薬を持って行かなく
てもいいかなと思う。

【C患者】

・診察時に先生にお話ししたことをまた薬局で同じ内容を話さないといけないことがある
ので何となく面倒・・・。

【D患者】

・最初はカルテを出すこと・残薬を持って行くことが手間のように思えていたが、先日は
薬をまとめてくださって（一包化）とても助かった。飲み方について相談してよかった。



調剤薬局の声

【A薬局】

・初めの頃は患者自ら『私のカルテ』を出されていたが最近は薬局の方から

カルテをお持ちでしょうか？と声をかけることもある。

・残薬確認で10錠以上余っている患者については連携医へ情報提供をおこなった。

【B薬局】

・副作用の有無も含めて服薬情報提供書を活用して基幹病院へ報告をおこなっている。

【C薬局】

・当薬局を利用されている患者でホルモン治療をされている方が数名いるが、

『私のカルテ』を出されない限り連携患者かどうかわからない。

【D薬局】

・患者が高齢のため、薬を受け取りに来るのは家族の方なので、本人から直接お話を

聞く機会がない。



見えてきた問題点と課題

【患者】

・『私のカルテ』を出す方・出さない方がいる

・薬局に『私のカルテ』を出すこと・残薬を持参することに対して

ネガティブな反応が見られる

【調剤薬局】

・『私のカルテ』を出されない限り連携患者であるかどうかの確認

が難しい

・松江市内の連携医療機関と調剤薬局へシステムの周知が徹底できていない

（安来・雲南・隠岐圏域への周知はどうするのか？）



課題を踏まえて今後の支援方法

【患者へのアプローチ】

・薬局支援内容を説明し、『私のカルテ』を通じて連携医療機関・

調剤薬局・基幹病院がそれぞれ連携して患者を支えていることを

伝えていく。

・基幹病院受診時には『私のカルテ』の提出状況や内服できているかの

確認をコーディネーターが行う。

【調剤薬局へのアプローチ】

・連携患者が利用されている調剤薬局へ出向いて行き、支援内容や

連携方法を継続して説明をおこなっていく。

患者さん一人ひとりの
アドヒアランスの向上や
健康管理の支援のため



10年目を迎えた患者さんへ

乳がん地域連携パス 10年目を迎えられた患者様へ

本日無事に術後10年の節目の日を一緒に迎えられたことを
嬉しく思います。
卒業証書の代わりにピンクリボンのストラップをお送りします。

今後はご自身が主治医となって

月に1回の乳房のセルフチェック

年に1回の乳がん検診

異常があれば早めの受診

をしていただきますようお願いします。

松江赤十字病院
乳腺外科／地域連携パス スタッフ一同

外来通院終了のタイミングで
ピンクリボンのストラップと
メッセージカードを添えて
お渡ししています！



ご清聴ありがとうございました

患者さんを主体としたパス運用を目指し
連携医療機関・調剤薬局と

連携を図りながら

今後も努めて参ります。

ご協力をよろしくお願い致します。


